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世界と地域をつなぐ� ニュースレター�ニュースレター�

　一年で一番寒い頃を迎えております。高校や大学の受験シーズンで、特に関係の先生方は心休まることの無い日々

を送っていらっしゃるかもしれませんね。最近深夜テレビで北京オリンピック間近の中国の色々な様子を特集して

いるのを見かけましたが、その回は中国都市部の小学生についてでした。一人っ子政策で両親の期待が１人の子

どもに過度にかかり、学校から家に帰っても親がそばについて厳しく宿題の指導を

していました。自分の個性や感情を二の次にされて、学校でも家庭でも勉強させら

れている子どもたちは、ホームルームの時間に涙ながらに自分たちの日々感じて

いる辛さを訴えているのでした。学歴社会や詰め込み教育については日本でもい

ろいろ議論のあるところですが、どこの国でも子どもたちは健やかにのびのびと、

朗らかに育ってほしいと願わずにはいられません。�

　本ニュースレターは国際理解教育分野における新しくユニークな試みなど、耳

寄りの情報を学校や地域でワークショップを実践している方々にお届けしています。�

今年2008年は日本ブラジル交流年です！�1

　みなさんは今年が日本とブラジルの特別な年だとい
うことはご存知ですか？1908年4月28日、日本人781
名を乗せた第1回移住船「笠戸丸」が神戸港を出航しま
した。笠戸丸は約2か月の後、6月18日にブラジル・サン
トス港に入港。ここに日本人のブラジル移住が始まりま
した。それから今年2008年で100年。この記念すべ
き年にあたり、日本ブラジル両政府は、2004年9月に小
泉総理（当時）がブラジルを訪問した際に、2008年を「日
本ブラジル交流年（日伯交流年）」として祝うことで合意
しました。ブラジルを漢字で書くと「伯剌西爾」なので「日
伯（にっぱく）」と両国を表しています。�
　先生方が教育現場で感じられているとおり、ここ豊田
市でも外国につながる児童・生徒の数が増えてきています。

外国籍市民の中でもブラジル人は多く、豊田市における
外国人登録の統計によりますと約7800人（2007年
12月末現在）の日系ブラジル人とその家族が豊田市に
暮らしています。日系ブラジル人たちの背景や歴史を知
れば、豊田市に住むブラジル人、学校に在籍するその児
童への理解もきっと進むはずです。この交流年をきっか
けに、国際理解教育のトピックとしてブラジルと日本のか
かわりについて取上げてみてはいかがでしょうか。ＴＩＡ
でも日伯交流年に関連する事業を下記のとおり計画中
ですので、ぜひ参加して学びを深めてください。�

（画：野上隼夫「神戸港を出発する笠戸丸」の一部、ウィキペディアHPより）�

日伯交流年記念事業inとよた「VIVA! BRAZIL DAY!」�
�

若者ブラジル探索の旅（案）�
6月14日（土）豊田スタジアムにて開催します。由紀さおりトー
クショーと歌、サンバパレード、ブラジルグルメ屋台村など、だれ
でも参加できるお祭りです。�

8月末～9月上旬にかけて豊田市の若者（20歳～35歳）で訪
問団を作りブラジルに派遣します。詳細は今後広報とよた等で
発表します。�

（日本ブラジル交流年公式ロゴ）�
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小学生国際理解教育事業が始まります！�2

　豊田市国際交流協会と豊田市教育委員会は平成20年度

に「小学生国際理解教育事業」を初めての試みとして実施

します。この事業は市内小学校の児童をとよたグローバル

スクエア（豊田産業文化センター3Ｆ）に招き、国際理解教

育の授業を実施するものです。当事業の講師は国際理解教

育に明るい大学生を中心にするグループにお願いしています。

年齢的に近い若い学生の講師と接することで児童には国際

理解教育がより身近に感じられることを期待しています。�

　この事業を紹介するために、去る12月6日に市内小学校

から52人の先生を招き、デモンストレーション授業が開催

されました。当日は大畑小学校の4・5・6年生、計50人が参

加しました。また、先生として愛知県立大学大学院のモンゴ

ル出身の留学生が授業を行いました。�

　授業はモンゴル文化を紹介するもので、町や自然の様子

を103インチ液晶テレビにパワーポイントで紹介しました。

知らない先生、慣れない場所での授業に最初は表情も固か

った児童たちでしたが、モンゴルの民族衣装の試着をする

ことになったあたりから徐々に好奇心がわいてきたようです。

その後は羊の関節の骨を用いた現地の子どもたちの遊び

も体験することができ、児童たちは留学生たちの指導を受

けながら初めての遊びにチャレンジしていました。�

　また、今回は県立大の留学生のほかに馬頭琴というモン

ゴルの伝統的な楽器のモンゴル人演奏者も参加し、雄大な

大陸の風景を思わせる独特の音色を奏で、児童たちにも深

い印象を与えました。県立大学以外のグループは主に日本

人のメンバーで構成されていますが、日本人の講師につい

ても日ごろ大学でテーマとして勉強していることなどを中

心に、小学生により理解しやすいように工夫して国際理解教

育の授業を実施してもらう予定です。�

　この事業は平成20年度に向け準備を進めている段階で

すが今回のデモンストレーションのように多くの小学生にと

って世界に目を向けるきっかけになればと思っています。こ

の新事業にご期待ください。�

ＴＩＡ新着図書を斬る！（今回は教材紹介です）�3

　地理といえば帝国書院ですが、そこがＰＣソフトを作っていました。「楽しく学ぶ電子掛地図ソフト」と呼ばれるシリー

ズで、いくつかの製品があります。このソフトはＰＣとプロジェクターを通して世界各地の地図を教室に投影できるもの

です。その巨体のために今では資料室の隅っこでほこりをかぶっているかもしれない世界地図ですが、このソフトなら

鮮明に、手軽に地図を見せることができます。付録の統計資料はむしろ地図よりも充実していて、社会科の先生には垂

涎の一品。ソフトはお貸しできませんが、製品の様子をＴＩＡで見ることはできます。ご参照下さい。�

（馬頭琴の音色に耳を傾ける児童たち）�

（モンゴル民族衣装の試着：白黒ではわかりませんが、衣装はとてもカラフルです）�

（羊の関節骨を使ったおはじきに似た遊び）�
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